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はじめに

『Oracle Enterprise Manager Cloud Controlスタート・ガイド』では、Enterprise Manager Cloud Control 13cリリース1 (13.1.0.1)の設定方法および使用方法を説明します。

この章の構成は、次のとおりです。

	
対象読者


	
ドキュメントのアクセシビリティについて


	
関連ドキュメント


	
表記規則





対象読者

『Oracle Enterprise Manager Cloud Controlスタート・ガイド』は、Enterprise Managerを迅速に設定して、検出や監視などの基本的な操作を行う、Enterprise Managerの初心者ユーザーおよびその他の管理者を対象にしています。





ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。





関連ドキュメント

詳細は、Enterprise Manager Cloud Controlのドキュメント・ライブラリ内にある次の資料を参照してください。

	
『Oracle Enterprise Manager Cloud Control基本インストレーション・ガイド』


	
『Oracle Enterprise Manager Cloud Controlアドバンスト・インストレーションおよび構成ガイド』


	
『Oracle Enterprise Manager Cloud Controlアップグレード・ガイド』


	
『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』




前述のドキュメントおよびその他のOracleドキュメントの最新リリースについては、次のURLのOracle Technology Networkを確認してください。

http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.html

Enterprise Managerには詳細なオンライン・ヘルプも用意されています。Enterprise Managerには詳細なオンライン・ヘルプも用意されています。





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















1 スタート・ガイド


	[image: スーパー管理者アイコン]
	スーパー管理者の操作
スーパー管理者または設計者として製品の使用を開始するには、次の手順を実行してください。

	
	[image: 管理者アイコン]
	管理者の操作
通常の管理者またはオペレータとして製品を使用するには、次の手順を実行してください。


	手順1	手順2	手順3	
	手順1	手順2	手順3
	ブラウザの証明書のインストール
信頼できる証明書をインストールして、ブラウザの証明書問題が起きることを防ぎます。

	暗号化鍵の検証とバックアップ
emkeyが正しく構成されていることを検証し、emkeyを安全な場所にバックアップします。

	Enterprise Managerコンソールにログイン
スーパー管理者の資格証明を使用して、コンソールにログインします。

	
	ブラウザの証明書のインストール
信頼できる証明書をインストールして、ブラウザの証明書問題が起きることを防ぎます。

	Enterprise Managerコンソールにログイン
スーパー管理者の資格証明を使用して、コンソールにログインします。

	ユーザー・インタフェースの操作
様々なユーザー・インタフェースを試して、メニューとオプションを理解します。


	
	
	
	
	
	
	

	手順4	手順5	手順6	
	手順5	手順6	手順7
	ユーザー・インタフェースの操作
様々なユーザー・インタフェースを試して、メニューとオプションを理解します。

	ホームページの設定
Enterprise Managerのいずれかのページを選択して、ホームページを設定します。

	ロールと管理者の作成
これらのロールに基づいて、様々なロールとユーザー・アカウントを作成します。

	
	ホームページの設定
Enterprise Managerのいずれかのページを選択して、ホームページを設定します。

	ターゲットの検出
ネットワークをスキャンして、ホスト上で実行するホストとターゲットを検出します。

	ターゲットの監視
検出されたターゲットを昇格して監視します。


	
	
	
	
	
	
	

	手順7	手順8	手順9	
	
	
	

	監査フレームワークの構成
ログインとその他の重要な操作を追跡する監査フレームワークを構成します。

	My Oracle Supportの構成
My Oracle Supportをオンライン・パッチや他の操作用に構成します。

	ソフトウェア・ライブラリの構成
エンティティやプロファイルなどの保存のためにソフトウェア・ライブラリを構成します。

	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	手順10	手順11	手順12	
	
	
	

	自己更新の構成
自己更新を構成して、My Oracle Supportからソフトウェア、ソフトウェアの更新、プラグインなどが自動的にダウンロードされるようにします。

	エージェント・ソフトウェアのダウンロード
OMSが実行されていないプラットフォームで管理エージェント・ソフトウェアをダウンロードします。

	プラグインのデプロイ
プラグインをダウンロードしてOMSにデプロイすると、ネットワークにあるターゲットを検出および監視できます。

	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	手順13	手順14	手順15	
	
	
	

	ターゲットの検出
ネットワークをスキャンして、ホスト上で実行するホストとターゲットを検出します。

	ターゲットの監視
検出されたターゲットを昇格して監視します。

	監視テンプレートの作成
監視設定を1回だけ指定して、すべての監視対象ターゲットに適用します。

	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	手順16	手順17	手順18	
	
	
	

	管理グループ階層の設定
管理グループ階層を作成して、監視するターゲットを論理的にグループ化し、グローバルにテンプレートを監視できるようにします。

	通知の設定
電子メール通知用の電子メール・サーバー、電子メール・アドレスおよび通知スケジュールを設定します。

	インシデント・ルール・セットの設定とサブスクライブ
インシデント・ルール・セットを設定し、電子メール通知のためにサブスクライブします。

	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	手順19	
	
	
	
	
	

	レポート・フレームワークの設定
Business Intelligence (BI) Publisherを設定し、監視するターゲットに基づいてカスタム・レポートを作成します。

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	















2 ブラウザの証明書のインストール


	[image: 証明書アイコン]
	Enterprise ManagerにHTTPSを介して接続する場合、OMSではブラウザにOMSの識別を確認する証明書が表示されます。この証明書は、使用しているコンピュータが信頼するサード・パーティにより検証されています。Webブラウザで信頼できない証明書が検出されると、セキュリティ・アラート・メッセージが生成されます。セキュリティ・アラートのダイアログ・ボックスでは、Enterprise Manager Framework Securityは有効ですが、Web層が適切に保護されていない場合に表示されます。証明書をブラウザの信頼できるルート証明書のリストにインポートして、以降のブラウザ・セッションで証明書のセキュリティ・アラートが表示されないようにすることが必要です。







	Microsoft Internet Explorer バージョン11へのインポート	Mozilla Firefoxバージョン28.0へのインポート	Google Chromeバージョン44+へのインポート
	
	エラー・ページで、アドレス・バーに表示される、証明書エラーのアイコン(クロス・マーク付きの赤色のシールド)をクリックします。
	
ポップアップで、「証明書の表示」をクリックします。


	
「証明書」ダイアログで、証明書のパス・タブをクリックします。


	
証明書パスのリストから1番目のエントリを選択します。


	
「証明書の表示」をクリックします。


	
2番目の「証明書」ダイアログで、「詳細」タブをクリックします。


	
「ファイルへコピー」をクリックします。


	
「証明書のエクスポート ウィザード」でデフォルト設定をそのまま使用し、わかりやすい証明書名を入力し、ローカル・システムへエクスポートしてから「終了」をクリックします。これで、証明書が正常にエクスポートされました。


	
「証明書のエクスポート ウィザード」の成功メッセージで「OK」をクリックします。


	
2番目の「証明書」ダイアログで、「OK」をクリックします。


	
1番目の「証明書」ダイアログで、「OK」をクリックします。


	
ブラウザのメニューで「設定」を選択し、次に「インターネット オプション」を選択します。


	
「インターネット オプション」ダイアログで、「コンテンツ」タブをクリックします。


	
証明書のセクションで、「証明書」をクリックします。


	
「証明書」ダイアログで、「信頼されたルート証明機関」タブをクリックします。


	
「インポート」をクリックします。


	
証明書インポート・ウィザードで、デフォルト設定をそのまま使用し、手順(8)でエクスポートした証明書名を選択し、「終了」をクリックします。


	
セキュリティの警告メッセージの「はい」をクリックします。


	
証明書のインポート・ウィザードの成功メッセージで、「OK」をクリックします。


	
「証明書」ダイアログの「閉じる」をクリックします。


	
「インターネット オプション」ダイアログで、「OK」をクリックします。


	
ブラウザを再起動します。




	
	信頼できない接続ページの「危険性を理解した上で接続する」をクリックします。
	
例外の追加をクリックします。


	
セキュリティ例外の追加ダイアログの、次回以降もこの例外を有効にするオプションが選択されていることを確認します。


	
セキュリティ例外を承認をクリックします。




	
	「プライバシー　エラー」ページで、「詳細設定」をクリックします。「<ホスト名>にアクセスする(安全ではありません)」をクリックします。
スクリーンショット?


	
Enterprise Manager Cloud Controlのログイン・ページのアドレス・バーで、httpsのとなりのロック・アイコンの上にある赤い十字マークをクリックします。

スクリーンショット


	
ポップアップの「接続」タブにある、「証明書情報」をクリックします。


	
「証明書」ダイアログで、証明書のパス・タブをクリックします。


	
証明書パスのリストでルート・ノードを選択します。

スクリーンショット


	
「証明書の表示」をクリックします。


	
2番目の「証明書」ダイアログで、「詳細」タブをクリックします。


	
「ファイルへコピー」をクリックします。


	
「証明書のエクスポート ウィザード」でデフォルト設定をそのまま使用し、わかりやすい証明書名を入力し、ローカル・システムへエクスポートしてから「終了」をクリックします。これで、証明書が正常にエクスポートされました。


	
「証明書のエクスポート ウィザード」の成功メッセージで「OK」をクリックします。


	
2番目の「証明書」ダイアログで、「OK」をクリックします。


	
1番目の「証明書」ダイアログで、「OK」をクリックします。


	
ブラウザのメニューから、「設定」を選択します。

スクリーンショット


	
「設定」ページの上部右の「検索設定」フィールドに、Certificatesと入力します。

スクリーンショット


	
HTTPS/SSLセクションにある、「証明書の管理」をクリックします。


	
「証明書」ダイアログにある「信頼されたルート証明機関」タブをクリックします。


	
「インポート...」をクリックします


	
証明書インポート・ウィザードで、「次」をクリックし、手順(9)でエクスポートした証明書名を選択し、デフォルト設定をそのまま使用し、「終了」をクリックします。


	
セキュリティの警告ダイアログで、「はい」をクリックします。


	
証明書のインポート・ウィザードの成功メッセージで、「OK」をクリックします。


	
「証明書」ダイアログの「閉じる」をクリックします。


	
ブラウザを再起動します。


	
これにより、Enterprise Manager Cloud Controlログイン・ページに移動すると、アドレス・バー内のhttpsのとなりに緑色のロック・アイコンが表示されます。












	[image: 概念情報]
	追加タスクの実行
Internet Explorerのセキュリティ・アラート・ダイアログ・ボックスに対応する方法

	[image: タスク・ベースの情報]
	追加タスクの実行
Mozilla Firefoxの新しいサイトの証明書ダイアログ・ボックスに対応する方法

	[image: タスク・ベースの情報]
	追加タスクの実行
Safariのセキュリティ・ダイアログ・ボックスに対応する方法









Google Chrome 44+へのブラウザ証明書のインポートのスクリーンショット

この項では、Google Chrome 44+へのブラウザ証明書のインポートでリストされる手順をサポートするスクリーンショットを示します。スクリーンショットは、複雑な手順または直観的ではないために理解の助けになるスクリーンショットが必要な手順にのみ提供されることに注意してください。


手順1のスクリーンショット: 「プライバシー　エラー」ページで:

[image: 「プライバシー　エラー」ページでの「詳細設定」のクリック]




手順2のスクリーンショット: アドレス・バーでは:

[image: アドレス・バーの赤い十字マーク。]




手順5のスクリーンショット: ルート・ノードを選択します。

[image: 「証明書」ダイアログ内でのルート・ノードの選択。]




手順13のスクリーンショット: ブラウザのメニューから:

[image: ブラウザ・メニューからの「設定」の選択。]




手順14のスクリーンショット: 「設定」ページで:

[image: 「証明書の管理」ボタンの検出]













3 暗号化鍵の検証とバックアップ


	[image: 暗号化鍵アイコン]
	Enterprise Managerは、emkey (またはemkey.oraファイル)という暗号化鍵を使用して、管理リポジトリに格納されているパスワードや優先資格証明などの機密データの暗号化と復号化を行います。最初は管理リポジトリに格納されているemkeyは、インストール時に移動されて資格証明ストアにコピーされます。emkeyが正しく構成されていること、またOMSホストとは別のホストにバックアップされていることを検証します。







	手順1: emkey構成の確証	手順2: emkey構成のバックアップ
	emkeyが正しく構成されていることを確認します。これを行うには、次のコマンドを実行します。
$<OMS_HOME>/bin/emctl status emkey

	
正しく構成されている場合は、次のメッセージが表示されます。


Oracle Enterprise Manager 12c Release 5 Cloud Control
Copyright (c) 1996, 2015 Oracle Corporation.  
All rights reserved.
The EMKey is configured properly.


	
正しく構成されているが、保護されていないときは保護してください。これを行うには、次のコマンドを実行します。

$<OMS_HOME>/bin/emctl config emkey -remove_from_repos




	
	Enterprise Managerはemkeyのバックアップを自動的に次の場所へ作成します。その場所へナビゲートします。
$<OMS_HOME>/sysman/config/emkey.ora


	
ファイルをOMSホストとは別のホストにコピーします。












	[image: 概念情報]
	詳細情報
	
セキュリティ脅威の様々な種類とは


	
環境保護のための基本原則とは


	
Enterprise Managerで提供されるセキュリティの種類




	[image: タスク・ベースの情報]
	追加タスクの実行
	
emkeyをリポジトリから資格証明ストアにコピーする方法


	
emkeyを資格証明ストアからリポジトリにコピーする方法


	
emkeyを資格証明ストアから特定のファイルにコピーする方法




	[image: タスク・ベースの情報]
	追加タスクの実行
	
emkeyをリポジトリから特定のファイルにコピーする方法


	
emkeyを特定のファイルから資格証明ストアにコピーする方法


	
emkeyを特定のファイルからリポジトリにコピーする方法


	
emkeyをリポジトリから削除する方法



















4 Enterprise Manager Cloud Controlコンソールへのログイン


	[image: ログイン・アイコン]
	Enterprise Manager Cloud Controlをインストールすると、デフォルトでsysmanというユーザー名の管理者アカウントがインストール時に入力したパスワードで作成されます。このユーザー名とパスワードを使用して、Enterprise Manager Cloud Controlにログインします。







	手順1: コンソール・ポートの識別	手順2: Enterprise Manager Cloud Controlへのログイン
	デフォルトでは、Enterprise Manager Cloud Controlコンソールはセキュリティで保護されています。そのため、インストール時にインストーラによって自動的に割り当てられるデフォルトのコンソール・ポートは、7799から7809の範囲で空いている最初の使用可能なポートになります。ただし、インストール時にカスタム・ポートを入力してデフォルト・ポートを上書きすることもできます。このコンソール・ポートを使用して、Enterprise Manager Cloud Controlコンソールにアクセスします。
Enterprise Manager Cloud Controlコンソールに割り当てられたコンソール・ポートを識別するには、次のコマンドを実行します。

$<OMS_HOME>/bin/emctl status oms -details

	
	ブラウザを開き次のURLを使用して、Enterprise Manager Cloud Controlコンソールにアクセスします。
https://<oms_host_name>:<console_port>/em

OMSホスト名が完全修飾名であることを確認し、コンソール・ポートが前述の手順で識別したポートであることを確認します。


	
ログイン画面でユーザー名sysmanおよびインストール時に指定したパスワードを入力して、「ログイン」をクリックします。


	
同意を求めるページが表示されたら、「同意します」をクリックします。



















5 インタフェースの操作

[image: インタフェースの操作]









6 ホームページの設定


	[image: ホーム・アイコン]
	ホームページとは、Enterprise Manager Cloud Controlコンソールにログインしたときに表示される最初のページです。製品のインストール後、初めてログインするとデフォルトで「Enterprise Managerホームページの選択」ページが表示されます。自分のジョブ・プロファイルやロールに基づいて、ホームページを他のページに設定できます。ログイン後すぐに自分が選択した情報や重要な情報のページが表示されるため、メニューから目的のページに移動する時間を短縮できます。







	ホームページの設定
	ホームページを設定するには、自分のジョブ・プロファイルやロールの要件に合ったページを選び、「My Homeとして選択」をクリックします。
一度選択すると、ログイン後またはEnterprise Manager Cloud Controlコンソール内のページの左上隅にある製品のロゴをクリックした場合に、自分のホームページが表示されます。

「Enterprise Managerホームページの選択」ページに表示されているページが、自分の要件に合わないときは要件に合ったページにナビゲートし、右上隅に表示されているユーザー名メニューから「現在のページをMy Homeとして設定」を選択します。
















7 ロールと管理者の作成


	[image: 管理者アイコン]
	管理者とは、Enterprise Managerにログインして使用する権限のあるユーザーです。ロールとは、管理者や他のロールに付与できるEnterprise Managerのリソース権限またはターゲット権限、あるいはその両方の集合です。ロールは、地理的位置(カナダのシステムを管理するためのカナダの管理者用ロールなど)、業務系列(人事管理システムや販売システムの管理者用ロールなど)または他のモデルに基づいて作成できます。デフォルトでは、Enterprise Managerのインストール時に、SYSMANというユーザー・アカウント(スーパー管理者)が作成されます。スーパー管理者アカウントを使用して、組織のロールや管理者を作成します。







	手順1: ロールの作成	手順2: 管理者の作成
	
	「設定」メニューの「初期設定コンソール」をクリックします。
	
初期設定コンソール・ページの左パネルで、「ロールの作成」をクリックします。


	
「ロールの作成」ページで「ロール数が最も多い上位5位の管理者」セクションおよび「ネストされたロールが最も多いロール」セクションを閉じて、セクションの下の次のテキストを確認します。「ここ」をクリックします。

Enterprise Managerロールはここから管理できます


	
ロール・ページで、「作成」をクリックします。

ロールの作成ウィザードが表示されます。


	
ロールの作成ウィザードの「プロパティ」ページで、ロールに一意の名前を入力し「次」をクリックします。


	
「ロール」ページにある「使用可能なロール」リストから、作成した特定のロールに付与するオラクル社が定義したロールを選択し、「次」をクリックします。

すでに存在するロールに明示的にロールを付与すると、現在のロールの受領者にすべての権限が付与されます。


	
ターゲット権限ページで、作成中のロールに明示的に付与する権限のうち、すべてのターゲットに共通の権限と、特定のターゲットに固有の権限を選択し、「次へ」をクリックします。


	
リソース権限ページで、作成中のロールに明示的に付与するリソース権限を選択し、「次へ」をクリックします。


	
管理者ページで、このロールを付与する管理者を選択し、「次へ」をクリックします。


	
確認ページで、「終了」をクリックします。




	
	「設定」メニューの「初期設定コンソール」を選択します。
	
初期設定コンソール・ページで、「ユーザーの作成」をクリックします。


	
ユーザーの作成ページの「Enterprise Managerスーパー管理者」セクションで、Enterprise Managerシステムでこれまでに作成したスーパー管理者のリストおよび最後に認証された時間を表示します。


	
「Enterprise Managerスーパー管理者」セクションを閉じて、セクションの下の次のテキストを確認します。「ここ」をクリックします。

Enterprise Manager管理者はここから管理できます


	
「管理者」ページで「作成」をクリックします。

管理者の作成ウィザードが表示されます。


	
管理者の作成ウィザードの認証ページで、作成するユーザーに使用する認証メカニズムを選択して、「次へ」をクリックします。


	
プロパティ・ページで、作成するユーザーの詳細を指定して、「次へ」をクリックします。


	
ロール・ページの「使用可能なロール」リストから、作成中のユーザーに明示的に付与するロールを選択し、「次へ」をクリックします。


	
ターゲット権限ページで、作成中のユーザーに付与する権限を選択し、「次へ」をクリックします。これらの権限は、ターゲット・セットで特定の管理アクションを実行する権限をユーザーに付与します。


	
リソース権限ページで、作成中のユーザーに明示的に付与するリソース権限を選択し、「次へ」をクリックします。


	
確認ページで、「終了」をクリックします。












	[image: 概念情報]
	詳細情報
	
Enterprise Managerのユーザーの様々なクラス


	
権限とロールとは


	
様々なジョブ職責に作成できるロール
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	詳細情報
	
すべてのターゲット・タイプをサポートするターゲット権限


	
特定のターゲット・タイプをサポートするターゲット権限
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	詳細情報
	
リソースをサポートする権限


	
あらかじめ用意されているロール



















8 監査フレームワークの構成


	[image: 監査アイコン]
	ユーザーの作成、権限の付与、リモート・ジョブの起動など、Enterprise Managerユーザーによって実行されるすべての操作は、Sarbanes-Oxley Act of 2002 (SAS 70)に準拠していることを確認するために、記録され監査を受ける必要があります。この法令は、サービス組織の契約に基づく内部統制を評価するために監査者が使用する基準を定義するものです。Enterprise Managerの監査フレームワークを有効にして、資格証明に対して行われるすべての操作が記録されるようにしてください。







	手順1: 監査の有効化	手順2: 監査設定の更新
	次のコマンドを実行します。

emcli enable_audit


例:


emcli enable_audit

	次のコマンドを実行します。

emcli update_audit_settings 
-audit_switch="ENABLE" 
-operations_to_enable="ALL" 
-externalization_switch="ENABLE" 
-directory="<directory_to_archive_audit_data_files>" 
-file_size="<file_size_in_bytes>" 
-data_retention_period="data_retention_period_in_days"



例:


emcli update_audit_settings 
-audit_switch="ENABLE" 
-operations_to_enable="ALL" 
-externalization_switch="ENABLE" 
-directory="u01/Oracle/auditdata" 
-file_size="10000" 
-data_retention_period="60" 
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	詳細情報
監査を有効にする理由

	[image: タスク・ベースの情報]
	追加タスクの実行
	
監査データを検索する方法


	
サポート対象の監査操作リストを表示する方法




	[image: タスク・ベースの情報]
	追加タスクの実行
	
監査データ・ページにアクセスする方法


	
監査データ・エクスポート・サービスを構成する方法



















9 My Oracle Support資格証明の設定


	[image: サポート・アイコン]
	My Oracle Support接続を使用すると、サービス・リクエスト情報の表示、パッチ推奨の取得、およびソフトウェア・ライブラリへのプラグインやエンティティのダウンロードを、すべてのEnterprise Manager Cloud Controlコンソールから行うことができます。Enterprise Manager Cloud ControlコンソールからMy Oracle Supportへ自動的にサインインするには、Enterprise Manager Cloud ControlにMy Oracle Support資格証明を登録する必要があります。すでにMy Oracle Support資格証明を登録している場合、この設定タスクは完了しています。







	My Oracle Supportの構成
	
	「設定」メニューの「初期設定コンソール」をクリックします。
	
初期設定コンソール・ページの左パネルで、「MOS資格証明の設定」をクリックします。


	
MOS資格証明の設定ページで、「ここ」をクリックします。


	
My Oracle Supportページに、My Oracle Support資格証明を入力します。


	
「適用」をクリックします。
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	詳細情報
My Oracle Supportを使用するメリット
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	追加タスクの実行
ソフトウェア・デプロイメントにパッチをする方法

	[image: タスク・ベースの情報]
	追加タスクの実行
My Oracle SupportからEnterprise Manager動作保障マトリックスにアクセスする方法
















10 ソフトウェア・ライブラリの構成


	[image: ソフトウェア・ライブラリのアイコン]
	Oracleソフトウェア・ライブラリ(ソフトウェア・ライブラリ)は、ソフトウェア・パッチ、仮想アプライアンス・イメージ、参照ゴールド・イメージ、アプリケーション・ソフトウェアおよび関連するディレクティブのスクリプトなどのソフトウェア・エンティティを格納するリポジトリとして機能する、Enterprise Manager Cloud Control内の機能です。ソフトウェア・エンティティの格納に加えて、ソフトウェア・ライブラリは、バージョン、成熟度レベルおよび状態も維持します。ソフトウェア・ライブラリを構成して、プロビジョニングやパッチ適用などの操作を可能にします。







	ソフトウェア・ライブラリの構成
	
	「設定」メニューの「初期設定コンソール」を選択します。
	
初期設定コンソール・ページの左パネルで、「OMSエージェント・プロキシ設定」をクリックします。


	
『Oracle Enterprise Manager Cloud Controlアドバンスト・インストレーションおよび構成ガイド』で説明されている手順3から6を実行します。
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	詳細情報
	
ソフトウェア・ライブラリとは


	
ソフトウェア・ライブラリが提供する機能


	
ソフトウェアへアクセスするために必要な権限


	
サポートされている記憶域タイプ


	
ソフトウェア・ライブラリを設定するための前提条件


	
エンティティとは
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	追加タスクの実行
	
OMS共有ファイルシステムの場所を構成する方法


	
OMSエージェント・ファイルシステムの場所の構成


	
参照ファイルの場所の構成


	
エンティティを編成、作成、カスタマイズおよび管理する方法
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	追加タスクの実行
	
ソフトウェア・ライブラリのメンテナンス


	
ソフトウェア・ライブラリの記憶域の場所を移動(および移行)する方法


	
削除されたエンティティ・ファイルのパージ



















11 自己更新の構成


	[image: 自己更新アイコン]
	自己更新機能は、自己更新コンソールから利用できます。このコンソールは、新規の更新に関する情報の入手に使用される共通ダッシュボードであり、更新の確認、ダウンロードおよび適用を行うための共通ワークフローでもあります。自己更新コンソールを使用すると、オラクル社から入手できる新規の更新について様々なチャネルを監視する必要がなくなります。自己更新コンソールでは、新規の更新がオラクル社から入手可能になると自動的に通知されます。サイトに適用される更新のみ表示されるため、関係のない更新を確認する必要はありません。たとえば、自己更新コンソールを使用して、プラグインが使用可能かどうかを定期的にチェックし、Enterprise Managerストアからそれらをダウンロードできます。自己更新を構成して、オラクル社から提供される新規の更新リリースの準備ができていることをチェックし、必要に応じて適用できるようにします。







	手順1: オンライン・モードの有効化	手順2: My Oracle Supportの資格証明の登録	手順3 ソフトウェア・ライブラリの構成
	
	「設定」メニューで、「拡張性」、「自己更新」の順に選択します。
	
「ステータス」セクションから、「接続モード」の値のセットをクリックします。


	
「オンライン」を選択します。




	「My Oracle Support資格証明の設定」を参照してください	「ソフトウェア・ライブラリの構成」を参照してください。
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	詳細情報
	
自己更新コンソールを使用した確認、ダウンロードおよび更新


	
自己更新機能へアクセスするために必要な権限
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	追加タスクの実行
	
管理者を自己更新権限に割り当てる方法


	
更新をオフラインで適用する方法
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	追加タスクの実行
	
情報更新にアクセスする方法


	
自己更新コンソールから管理エージェント・ソフトウェアを取得または更新する方法



















12 Oracle Management Agentソフトウェアのダウンロード


	[image: エージェント・ソフトウェア]
	Oracle Management Agent (管理エージェント)は、Enterprise Manager Cloud Controlのコア・コンポーネントの1つで、Enterprise Managerシステムで管理対象外ホストを管理対象ホストに変換できます。管理エージェントはプラグインと連携することにより、管理対象ホスト上で実行されているターゲットを監視します。デフォルトでは、OMSを実行しているオペレーティング・システムには、OMSの管理エージェント・ソフトウェアがインストールされます。ただし、その他のすべてのオペレーティング・システムでは、自己更新コンソールを使用して手動で管理エージェント・ソフトウェアをダウンロードする必要があります。







	手順1: 自己更新の構成	手順2: 管理エージェント・ソフトウェアのダウンロード	手順3: 管理エージェントのソフトウェア・ライブラリへのステージング
	「自己更新の構成」を参照してください。	
	「設定」メニューで、「拡張性」、「自己更新」の順に選択します。
	
表でエンティティ・タイプの「エージェント・ソフトウェア」をクリックします。


	
エージェント・ソフトウェアの更新ページで更新を選択し、「ダウンロード」をクリックします。

OMSホストのプラットフォームに一致するエントリ以外のすべてのエントリが、「使用可能」というステータスを示します。

「ダウンロード」ボタンは次の場合にのみ有効です。

	
自己更新コンソールでダウンロードして適用する権限を持つ必要があります。


	
表の少なくとも1つの管理エージェント・ソフトウェア行を選択している必要があります。管理エージェント・ソフトウェアは、「使用可能」または「ダウンロードに失敗しました」ステータスである必要があります。


	
ソフトウェア・ライブラリを構成している必要があります。


	
自己更新ステージング領域を構成している必要があります。


	
自己更新のオンライン・モードを有効化して、My Oracle Support資格証明を設定する必要があります。





	
「スケジュール・ダウンロード」ダイアログで、ダウンロード・アクティビティをスケジュールし、「選択」をクリックします。




	
	「設定」メニューで、「拡張性」、「自己更新」の順に選択します。
	
表でエンティティ・タイプの「エージェント・ソフトウェア」をクリックします。


	
エージェント・ソフトウェアの更新ページで、ダウンロードした管理エージェント・ソフトウェアを選択し、「適用」をクリックします。
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	詳細情報
管理エージェントがEnterprise Managerアーキテクチャで機能する場所
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	追加タスクの実行
管理エージェント・ソフトウェアをオフラインでダウンロードする方法
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	追加タスクの実行
ホスト・ターゲットの追加ウィザードを使用して管理エージェントを手動でインストールする方法
















13 Oracle Management Serviceエージェント・プロキシの設定


	[image: OMSエージェント・プロキシのアイコン]
	プロキシを構成することで、Oracle Management Service (OMS)とOracle Management Agent (管理エージェント)間の通信を保護できます。プロキシは、Enterprise Manager Cloud Controlへのアプリケーション外部サーバーで、ネットワークの境界やファイアウォール越しにHTTPおよびHTTPSリクエストの管理を仲介します。プロキシを使用すると、通信で特定のポートのみを公開すればよいため、OMSと管理エージェントの間の通信が、より安全で信頼性の高いものになります。
すべての管理エージェントに1つのプロキシを構成することも、管理エージェントのセットにプロキシを1つ構成して残りはなしにすることも可能ですし、異なる管理エージェントのセットに別々のプロキシを構成することもできます。

また、2つ以上のプロキシを冗長プロキシとして構成し、OMSと管理エージェントの通信に構成されたプロキシの高可用性をサポートすることも可能です。そのような状況の場合は、デフォルトで、その他のプロキシのステータスに関係なく、稼働中のプロキシが通信用に選択されます。通信を開始する前に、プロキシが非アクティブであるか停止していることがわかった場合は、その管理エージェントに構成されている別のプロキシが選択されます。ただし、特定のプロキシで通信を開始した後に、そのプロキシが非アクティブになったり停止したりした場合は、稼働中の別のプロキシを選択するフォールバック・メカニズムは、現在存在しないことに注意してください。











	
注意:

	
NTLMベースのMicrosoftプロキシはサポートされていません。そのようなプロキシからアクセスできるようにするには、NTLMベースのMicrosoftプロキシ・サーバーの認証されていないサイト・プロパティに使用可能なすべてのエージェント・ホストを追加してください。


	
各OMSのローカル・アドレスは、プロキシを自動的にバイパスします。













	プロキシの構成
	
	「設定」メニューの「初期設定コンソール」を選択します。
	
初期設定コンソール・ページの左パネルで、「OMSエージェント・プロキシ設定」をクリックします。


	
『Oracle Enterprise Manager Cloud Controlアドバンスト・インストレーションおよび構成ガイド』で説明されている手順3から6を実行します



















14 OMS My Oracle Supportプロキシの設定


	[image: OMS MOSプロキシの設定]
	Oracle Management Service (OMS)では、ホストのインターネット接続を使用してMy Oracle Supportに定期的に接続し、パッチやパッチ・セット、パッチ推奨および自動リリース更新(ARU)シード・データをダウンロードしています。Enterprise Manager Cloud Controlでは、デフォルトで、OMSとMy Oracle Supportの間にはプロキシが構成されていないものと推定されます。ただし、通信を保護するために、2つのエンティティの間にプロキシを追加できます。
すでにプロキシを構成している場合、この設定タスクは完了しています。









	OMS My Oracle Supportプロキシの設定
	
	「設定」メニューの「初期設定コンソール」を選択します。
	
初期設定コンソール・ページの左パネルで、「My Oracle Support」をクリックします。


	
『Oracle Enterprise Manager Cloud Controlアドバンスト・インストレーションおよび構成ガイド』で説明されている手順2から7を実行します



















15 追加Oracle Management Serviceの追加


	[image: 追加OMSの追加]
	Enterprise Manager Cloud Controlをインストールすると、インストーラにより、Oracle Management ServiceとOracle Management Agentがデフォルトで1つずつインストールされます。このデフォルト構成は小さな環境に適しており、通常、より大規模な本番環境では、単一のOracle Management Serviceの負荷を軽減し、データ・フローの効率を向上させ、Enterprise Managerシステムの高可用性を実現するために、追加のOMSインスタンスが必要になる場合があります。
すでに追加のOMSを追加している場合、この設定タスクは完了しています。









	手順1: 重要事項の確認	手順2: 前提条件の確認	手順3: Oracle Management Serviceの追加
	追加のOracle Management Serviceの追加を始める前に、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control基本インストレーション・ガイド』に説明されている重要事項を確認してください。	『Oracle Enterprise Manager Cloud Control基本インストレーション・ガイド』に説明されている、追加のOracle Management Serviceの前提条件に対応します。	
	「設定」メニューの「初期設定コンソール」をクリックします。
	
初期設定コンソール・ページの左パネルで、「Oracle Management Serviceの追加」をクリックします。


	
管理サービス追加の開始ページで、リストされたインストール前タスクを完了します。終了したら、完了した各タスクを選択し、「次へ」をクリックします。


	
『Oracle Enterprise Manager Cloud Control基本インストレーション・ガイド』に説明されている、手順(4)から手順(7)に従います。


	
追加のOracle Management Serviceを追加したら、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control基本インストレーション・ガイド』に説明されているインストール後タスクを実行します。



















16 送信メール・サーバー(SMTPサーバー)の構成


	[image: 送信メール・サーバーのアイコン]
	特定のインシデント、イベントまたは問題が発生した場合には情報が通知されるため、レポートされた問題を回避するための修正処理や予防処理を実行できます。Enterprise Managerでは、電子メール、SNMPトラップ、カスタム・スクリプトの実行、またはこの3つすべてなど、様々なメカニズムでそうした通知を送信します。Enterprise Manager Cloud Controlが電子メール通知を送信するには、送信メール・サーバー(SMTPサーバー)を設定しておく必要があります。
すでにSMTPサーバーを構成している場合、この設定タスクは完了しています。









	送信メール・サーバーの構成
	
	「設定」メニューの「初期設定コンソール」をクリックします。
	
初期設定コンソール・ページの左パネルで、「メール・サーバーの構成」をクリックします。


	
メール・サーバーの構成ページの送信者識別セクションで、「編集」をクリックします。


	
送信者識別ダイアログに、電子メール通知を送信する管理者またはシステムの名前と、通知の送信元の電子メール・アドレスを入力します。「OK」をクリックします。


	
「送信メール(SMTP)サーバー」セクションで、「作成」をクリックします。


	
「送信メール(SMTP)サーバー」ダイアログに、メール・サーバーのホスト名、メール・サーバーの資格証明、および使用する暗号化メソッドを入力します。「OK」をクリックします。

複数の送信メール・サーバーを構成する場合は、自動フェイルオーバーとロード・バランシングがラウンド・ロビン方式で実行されます。



















17 プラグインのデプロイ


	[image: プラグイン・アイコン]
	プラグインとは、既存のEnterprise Managerシステムにプラグインしてターゲット管理またはその他の垂直方向の機能を提供するモジュールです。プラグインは特別なソリューションや新しい機能を提供します。たとえば、My Oracle Supportへの接続、ホスト上の特定のターゲットを監視できるEnterprise Managerへの拡張監視および管理機能。プラグインはOMSおよび管理エージェントと連携して動作し、監視サービスを提供するため、OMSおよび管理エージェントにデプロイされます。







	手順1: 自己更新の構成	手順2: プラグインが使用可能かどうかの確認	手順3: プラグインのダウンロード	手順4: プラグインのOMSデプロイ
	「自己更新の構成」を参照してください。	
	「設定」メニューから「拡張性」、「プラグイン」の順に選択します。
	
プラグイン・ページで、表の「最新の使用可能」列で、プラグインが使用可能かどうかを確認します。

使用可能なプラグインがないときは、「更新の確認」をクリックして使用可能なプラグインのリストをリフレッシュします。




	
	「設定」メニューで、「拡張性」、「自己更新」の順に選択します。
	
「自己更新」ページで、エンティティ・タイプの「プラグイン」をクリックします。


	
「プラグインの更新」表で、ダウンロードできるプラグインを選択し、「ダウンロード」をクリックします。


	
「スケジュール・ダウンロード」ダイアログで、ダウンロード・アクティビティをスケジュールし、「選択」をクリックします。




	
	「設定」メニューから「拡張性」、「プラグイン」の順に選択します。
	
プラグイン・ページで、デプロイするプラグインを選択します。


	
「デプロイ先」メニューから、「管理サーバー」を選択します。


	
「管理サーバー上のプラグインをデプロイします」ダイアログで、管理リポジトリSYSパスワードを入力して、「続行」をクリックします。

ダイアログ・ボックスの手順に従い、「デプロイ」をクリックします。












	[image: 概念情報]
	詳細情報
	
拡張性の枠組みとは


	
すべてのプラグインがデフォルトでデプロイされるか


	
プラグインのリリース頻度


	
プラグイン・デプロイのワークフローとは


	
プラグイン・マネージャとは




	[image: タスク・ベースの情報]
	追加タスクの実行
	
プラグイン・マネージャの利用方法


	
プラグインが利用できることを確認する方法


	
プラグインの情報を表示する方法


	
デプロイ済プラグインに対して動作保証済のターゲットおよびオペレーティング・システムを表示する方法


	
オンライン・モードでプラグインをダウンロードする方法


	
オフライン・モードでプラグインをダウンロードする方法




	[image: タスク・ベースの情報]
	追加タスクの実行
	
OMSへプラグインをデプロイする方法


	
OMSにデプロイ済のプラグインを更新する方法


	
プラグインをエージェントにデプロイする方法


	
エージェントにデプロイ済のプラグインを更新する方法


	
エージェントからプラグインをアンデプロイする方法


	
OMSからプラグインをアンデプロイする方法


	
プラグインのデプロイメント問題をトラブルシューティングする方法



















18 ターゲットの検出


	[image: 検出アイコン]
	検出とは、使用環境で管理されていないホストおよびターゲットを識別するプロセスです。管理されていないホストやターゲットを検出したら、それらを昇格して、Enterprise Managerシステムへ追加することにより、監視できるようにします。ネットワークを完全にスキャンして、監視が必要なターゲットで、管理されていないものを識別します。







	手順1: ネットワークのスキャン	手順2: ホストの昇格と監視	手順3: ターゲットの検出
	
	「設定」メニューから、「ターゲットの追加」、「自動検出の構成」の順にクリックします。
	
「自動検出の構成」セクションにある、「ネットワーク・スキャンベースの自動検出」表の「ネットワーク・スキャン検出を構成」列で、「構成」アイコンをクリックします。


	
「作成」をクリックします。


	
「ネットワーク・スキャン」セクションで、「追加」をクリックします。ネットワークをスキャンできる管理エージェントを選択します。


	
スキャンするIP範囲を入力します。

範囲には絶対ホスト名、IPアドレス、アドレスの範囲、クラスレス・インタードメイン・ルーティング(CIDR)表記を含めることができます。


	
スケジュール・ページで、すぐにまたは指定の日時に実行するようにスキャン・ジョブをスケジュールします。


	
「資格証明」セクションにネットワークのスキャンのために選択した管理エージェントの資格証明を入力します。


	
「IPスキャンの保存と発行」をクリックします。




	
	「設定」メニューから、「ターゲットの追加」、「自動検出の結果」の順にクリックします。
	
ホスト・ターゲット・タブをクリックします。


	
表からホストを選択し、「昇格」をクリックします。

ホスト・ターゲットの追加ウィザードが開きます。このウィザードを使用して、検出されたホストに管理エージェントをインストールします。


	
監視する他のホストに対して、手順(3)を繰り返します。




	
	「設定」メニューから、「ターゲットの追加」、「自動検出の構成」の順にクリックします。
	
「自動検出の構成」セクションにある、「自動検出」表の「すべての検出モジュール」列の、「自動検出の構成」行にある「構成」アイコンをクリックします。


	
検出するターゲットのホストを表で選択し、「構成」をクリックします。


	
スキャンの頻度を設定します。


	
ホストで検出する検出モジュールを選択します。


	
「OK」をクリックします。


	
他のホストに対して、手順(3)から手順(6)を繰り返します。


	
「検出を今すぐ実行」をクリックします。

検出ジョブは、設定した頻度に応じてホストで即時実行されます。












	[image: 概念情報]
	詳細情報
	
検出とは


	
昇格とは


	
監視とは


	
検出がライフサイクルで機能する場所


	
検出と監視のワークフローの高レベル・プロセスとは




	[image: 概念情報]
	追加タスクの実行
	
すべてのターゲット・タイプの検出および昇格を行う方法


	
Oracleホームの検出および昇格を行う方法




	[image: タスク・ベースの情報]
	追加タスクの実行
	
データベース・ターゲットの検出、昇格および追加を行う方法


	
ミドルウェア・ターゲットの検出、昇格および追加を行う方法



















19 ターゲットの監視


	[image: 監視アイコン]
	監視は、ホスト上のEnterprise Manager Cloud Controlで管理されるターゲットのアクティビティ、ステータス、パフォーマンス、および状態についての情報を収集し、追跡するプロセスを意味します。ホスト上にデプロイされた管理エージェントはプラグインと連携して、使用環境の各ターゲットを監視します。管理されていないホストとターゲットをネットワークから検出したら、それらを昇格させEnterprise Managerシステムへ追加し、監視されるようにします。







	手順1: 管理エージェントの保護	手順2: ターゲットの昇格および監視
	
	「設定」メニューから「エージェント」をクリックします。
	
昇格するターゲットを実行しているホストを監視する、管理エージェントをクリックします。


	
管理エージェントのホームページで、保護されているかどうかを確認します。保護されていない場合、「エージェント」メニューから、「セキュア」をクリックして保護します。




	
	「設定」メニューから、「ターゲットの追加」、「自動検出の結果」の順にクリックします。
	
「非ホスト・ターゲット」タブをクリックします。


	
表で、昇格するターゲットを1つ以上選択し、「昇格」をクリックします。


	
ターゲットのホームページにナビゲートし、監視のためにコンソールに追加されていることを確認します。












	[image: 概念情報]
	詳細情報
	
検出とは


	
昇格とは


	
監視とは




	[image: 概念情報]
	追加タスクの実行
	
監視のライフサイクル上での機能


	
検出と監視のワークフローの高レベル・プロセスとは




	[image: タスク・ベースの情報]
	追加タスクの実行
	
Oracleホームの検出および昇格を行う方法


	
データベース・ターゲットの検出、昇格および追加を行う方法


	
ミドルウェア・ターゲットの検出、昇格および追加を行う方法



















20 監視テンプレートの作成


	[image: 管理者アイコン]
	監視テンプレートを使用すると、監視設定を一度指定してそれらを監視ターゲットに適用することで、エンタープライズ全体の監視設定を標準化できます。これらのテンプレートは、1つ以上のターゲットまたはグループを対象として保存、編集および適用できます。監視テンプレートは特定のターゲット・タイプに対して指定し、同じタイプのターゲットにのみ適用できます。たとえば、ある監視テンプレートをテスト・データベース用に定義し、別の監視テンプレートを本番データベース用に定義できます。ターゲットの検出および監視を開始した後に監視テンプレートを作成すると、各ターゲット・タイプに一様に監視設定を適用できます。







	監視テンプレートの作成
	
	「エンタープライズ」メニューから、「監視」、「監視テンプレート」の順に選択します。
	
「監視テンプレート」ページで、「作成」をクリックします。


	
監視設定をテンプレートへコピーするターゲットまたはターゲット・タイプを選択します。


	
「続行」をクリックします。


	
「一般」タブで、作成する監視テンプレートを入力します。


	
「メトリックしきい値」タブで、テンプレートへ追加するメトリックを1つ以上選択します。

このページに表示されていないメトリックを追加するには、「メトリックをテンプレートに追加」をクリックします。次に、メトリックをテンプレートにコピーできるソースを選択します。


	
「OK」をクリックします。












	[image: 概念情報]
	詳細情報
	
監視テンプレートとは


	
監視テンプレートで定義する内容




	[image: タスク・ベースの情報]
	追加タスクの実行
	
監視テンプレートを一覧表示する方法


	
監視テンプレートを編集する方法


	
監視テンプレートをターゲットに適用する方法


	
監視テンプレートをターゲットと比較する方法




	[image: タスク・ベースの情報]
	追加タスクの実行
	
情報パブリッシャを使用してメトリック設定を比較する方法


	
監視テンプレートをエクスポートおよびインポートする方法


	
監視テンプレートの適用履歴保存期間を変更する方法



















21 管理グループ階層の設定


	[image: 管理者アイコン]
	管理グループは、グループへの加入時に、ターゲットに対する監視およびその他の管理設定の適用を完全に自動化するために使用される特別なタイプのグループです。ターゲットがグループに追加される際、Enterprise Managerにより、監視テンプレート、コンプライアンス標準およびクラウド・ポリシーで構成されるテンプレート・コレクションを使用してその設定が適用されます。これにより、管理者の仲介は完全に必要なくなります。ターゲットを検出して監視を開始し、監視テンプレートを作成後、管理グループ階層を作成すると、監視するターゲットを論理的にグループ化し、グローバルに監視テンプレートを適用できます。







	手順1: 監視ターゲットの「ターゲット」プロパティの設定	手順2: 階層の定義	手順3: テンプレート・コレクションの定義	手順4: テンプレート・コレクションの関連付けおよび同期スケジュールの設定
	
	監視ターゲットの「ホーム」ページにアクセスします。
	
ターゲットのメニューから、「ターゲット設定」、「プロパティ」の順に選択します。


	
「ターゲット・プロパティ」ページで、「編集」をクリックします。


	
対象となるプロパティに値を設定します。


	
「OK」をクリックします。




ターゲットの数が多い場合は、EM CLIのset_target_property_value動詞を使用して一括更新を実行することをお薦めします。詳細は、『Oracle Enterprise Managerコマンドライン・インタフェース・ガイド』を参照してください。

	
	「設定」メニューから「ターゲットの追加」を選択し、「管理グループ」を選択します。
	
「管理グループとテンプレート・コレクション」ページで、「階層」タブを選択します。


	
「階層レベル」表から、「追加」をクリックします。使用可能なターゲットのプロパティのうちの1つを選択します。

この手順を繰り返し、必要とするすべてのターゲット・プロパティを追加します。


	
「階層レベル」表から、新たに追加されたプロパティの1つをクリックします。


	
「階層ノード」表でデフォルトのプロパティの値が表示された場合は、「追加」をクリックします。


	
「OK」をクリックします。


	
すべての新たに追加されたプロパティに値が指定されるまで、手順(4)から手順(6)を繰り返します。


	
グループ名をクリックして、グループのタイムゾーンを設定します。


	
「作成」をクリックします。




	
	「設定」メニューから「ターゲットの追加」を選択し、「管理グループ」を選択します。
	
「管理グループとテンプレート・コレクション」ページで、「テンプレート・コレクション」タブをクリックします。


	
「作成」をクリックします。


	
「テンプレート・コレクションの作成」ページから、テンプレート・コレクション名を指定します。


	
「監視テンプレート」サブタブで、「追加」をクリックして適用する監視テンプレートを選択します。


	
(オプション)「コンプライアンス標準」サブタブで、「追加」をクリックして、適用するコンプライアンス標準を選択します。


	
(オプション)「クラウド・ポリシー」サブタブで、「追加」をクリックして適用するクラウド・ポリシーを選択します。


	
「保存」をクリックします。


	
追加のテンプレート・コレクションを作成するには、手順(2)から手順(8)を繰り返します。




	
	「設定」メニューから「ターゲットの追加」を選択し、「管理グループ」を選択します。
	
「管理グループとテンプレート・コレクション」ページで、「関連付け」タブをクリックします。


	
階層の最上位の管理グループを選択し、「テンプレート・コレクションの関連付け」をクリックします。


	
必要なテンプレート・コレクションを選択し、「選択」をクリックします。

階層内のすべてのサブノードにより、選択したテンプレート・コレクションが自動的に継承されます。


	
「同期スケジュール」をクリックします。


	
「同期スケジュール」ダイアログから、「編集」をクリックします。


	
管理グループの変更をターゲットに適用する適切なスケジュールを設定します。


	
「保存」をクリックします。
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	詳細情報
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管理グループの開発に必要な権限
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	追加タスクの実行
	
管理グループの作成を計画する方法


	
管理グループを削除する方法



















22 通知の設定


	[image: 通知アイコン]
	通知システムは特定のインシデント、イベントまたは問題が発生したときに通知します。すべてのEnterprise Manager管理者は、各自の電子メール通知を設定できます。スーパー管理者は、他のEnterprise Manager管理者の通知も設定できます。通知を受信するためにメール・サーバーの設定、電子メール・アドレスの定義および通知スケジュールを設定します。







	手順1: メール・サーバーの設定	手順2: 電子メール・アドレスの定義	手順3: 通知スケジュールの設定
	
	「設定」メニューから、「通知」、「通知メソッド」の順に選択します。
	
「通知メソッド」ページの「メール・サーバー」セクションに、送信メール・サーバー名を1つ以上入力します。


	
電子メール・サーバーの資格証明を入力します。


	
通知メッセージの送信者として表示する名前を入力します。


	
電子メール通知を送信する電子メール・アドレスを入力します。


	
「メール・サーバーのテスト」をクリックします。「送信者の電子メール・アドレス」フィールドで入力した電子メール・アカウントで、電子メール・メッセージが送信されていることを確認します。


	
「適用」をクリックします。




	
	「ユーザー名」メニューから、コンソールの右上角の「Enterprise Managerのパスワードおよび電子メール」を選択します。
	
「Enterprise Managerのパスワードおよび電子メール」ページの「電子メール・アドレス」セクションから、「別の行の追加」をクリックします。


	
Enterpriseと関連付けされた電子メール・アドレスを、128文字以内で入力します。


	
「適用」をクリックします。


	
この手順を繰り返して、通知を送信する電子メール・アドレスを追加します。




	
	「設定」メニューから、「通知」、「通知スケジュール」の順に選択します。
	
「通知スケジュール」ページの「スケジュール定義の編集」をクリックします。


	
「時間間隔」ページでローテーション頻度を編集し、「続行」をクリックします。


	
「電子メール・アドレス」ページから、設定した頻度で通知が送信される電子メール・アドレスを変更します。


	
「終了」をクリックします。


	
「通知スケジュール」ページにある検索アイコン(虫眼鏡)をクリックして、他の管理者を選択します。「変更」をクリックします。


	
(オプション)手順(2)から手順(5)を繰り返します。


	
(オプション)手順(6)から手順(7)を、すべての他の管理者に対して繰り返します。












	[image: タスク・ベースの情報]
	追加タスクの実行
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電子メール形式をカスタマイズする方法


	
繰返し通知を設定する方法
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	追加タスクの実行
	
サード・パーティ・システムにSNMPトラップを送信する方法


	
OSコマンドおよびスクリプトを使用した通知を送信する方法


	
PL/SQLプロシージャを使用して通知を送信する方法
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	追加タスクの実行
通知をトラブルシューティングする方法
















23 インシデント・ルール・セットの設定と電子メール通知のためのサブスクライブ


	[image: ルール・アイコン]
	インシデント・ルールはEnterprise Managerに対してインシデント、イベントまたは問題が発生したときに通知の実行などの特定のアクションの実行を指示します。インシデント・ルール・セットは、ターゲット(ホスト、データベース、グループ)、ジョブ、メトリック拡張、または自己更新などのオブジェクトの共通セットに適用され、イベントやインシデントがあったときに適切なアクションを取るルールのコレクションです。イベントとは、Enterprise Managerにより検知されたターゲットでの重大な出来事の発生です。インシデントとは、同じ問題に関する重要なイベントのセット、または関連するイベントの組合せです。インシデント・ルール・セットを作成しサブスクライブすると、イベントやインシデントが起こるたびに通知されます。







	手順1: カスタム・インシデント・ルールの作成とサブスクライブ	手順2: 即時利用可能なインシデント・ルールへのサブスクライブ
	
	「設定」メニューから、「インシデント」、「インシデント・ルール」の順に選択します。
	
「アクション」メニューから、「ルール・セット作成」を選択します。


	
ルール・セットの名前および説明を入力します。


	
「ターゲット」タブから、ルールを適用するターゲットを選択します。


	
「ルール」タブで「作成」をクリックします。


	
「受信イベントおよびイベントの更新」を選択し、「続行」をクリックします。


	
「イベント」ページで、ルールのアクションの基礎となるイベントの基準を設定します。「次」をクリックします。


	
「アクションの追加」にある「追加」をクリックして、ルールに適用するアクションを追加します。「通知」セクションで、通知を送信する電子メール・アドレスを入力します。「次」をクリックします。

複数の条件付きアクションを指定したり、追加した順番に順次(上から下に)評価できます。


	
「名称と説明の指定」ページに、ルールの名前と説明を入力します。「次」をクリックします。


	
「確認」ページで詳細を確認し、「続行」をクリックします。


	
「ルール・セットの作成」ページで「保存」をクリックします。




	
	「設定」メニューから、「インシデント」、「インシデント・ルール」の順に選択します。
	
「インシデント・ルール - すべてのルール」ページで、サブスクライブするルール・セットを選択します。


	
「アクション」メニューから、「電子メール」、「サブスクライブする」の順に選択します。
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	追加タスクの実行
	
インシデントのエスカレーションを管理するルールを作成する方法


	
問題をエスカレートするルールを作成する方法


	
プライベート・ルールの電子メールを受信する方法


	
インシデントを検索する方法


	
カスタム表示を設定する方法
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	追加タスクの実行
	
単純なインシデントに応答および対処する方法


	
複数のインシデント、イベントおよび問題に一括応答する方法


	
インシデントおよび問題を抑止する方法


	
イベントを定期的に検証する方法



















24 レポート・フレームワークの設定


	[image: レポート・アイコン]
	Oracle Business Intelligence (BI) Publisherは、高度にフォーマットされたあらゆるドキュメントを作成、管理および配布するためのオラクル社の主要レポート・ツールです。BI Publisherを使用してレポート・フレームワークを設定すると、高品質のレポートおよびドキュメントを作成できます。これらのレポートおよびドキュメントでは、改ページ位置の自動調整およびヘッダー/フッターの指定を行うことができ、PDF、Excel、Powerpoint、Word、HTMLなどのフォーマットを持つことができます。







	手順1: BI Publisher 11.1.1.6.0のダウンロード	手順2: OMSおよびドメインのバックアップ	手順3: BI Publisherのインストール	手順4: Enterprise Managerとの統合	手順5: 統合の検証
	「Oracle Enterprise Managerダウンロード」ページからソフトウェアをダウンロードします。
(Oracle Business Intelligence Publisher 11.1.1.6.0の製品タイトルを検索します。)

	
	『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』の説明に従いOMSをバックアップします。
	
ドメインをバックアップします。

cd <Instance-Home>/user_projects/domains

zip -r GCDomain.zip GCDomain




	
	BI Publisherインストーラを実行します。
	
(オプション)更新用の電子メール・アドレスを選択し、「次へ」をクリックします。


	
「ソフトウェアのみインストール」を選択し、「次へ」をクリックします。


	
前提条件チェックが正常に実行されたら、「次へ」をクリックします。


	
Enterprise Managerインストールの「ミドルウェア」ホームを選択します。


	
デフォルト名のOracle_BI1をBI Oracleホーム名として保持し、「次」をクリックします。


	
(オプション)セキュリティ更新がある場合に通知するためのMy Oracle Supportの資格証明を入力し、「次」をクリックします。




	
	configureBIPスクリプトを実行します。
$<OMS_HOME>/bin/configureBIP


	
画面に指示が表示されたら、必要な資格証明を入力します。


	
画面に指示が表示されたら、HTTPおよびHTTPSポートを入力します。

このスクリプトでは空きポートを識別し、デフォルトとして使用するかどうかを指定するように求められます。入力すると、ドメインの拡張が実行されます。ポートは9701から49152の範囲内です。




	
	「エンタープライズ」メニューから、「レポート」、「BI Publisher Enterpriseレポート」の順に選択します。
	
BI Publisher Enterpriseレポート・ページの右上隅にある、リフレッシュ・アイコンをクリックします。


	
Enterprise Managerサンプル・レポートを展開し、「指定したタイプのターゲット」を選択します。


	
Enterprise Manager資格証明を使用してBI Publisherにログインします。


	
サンプル・レポートが表示されていることを確認します。
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BI Publisherをインストールするハードウェア要件




	[image: 概念情報]
	追加タスクの実行
	
BI Publisher機能に対する認証とアクセス制限を行う方法


	
BI PublisherのOPSSアプリケーション・ロールを管理者に付与する方法


	
LDAP認証セキュリティ・モデルを使用して管理者にアクセスを付与する方法


	
BI PublisherのOPSSアプリケーション・ロールにLDAPグループをマッピングする方法
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	追加タスクの実行
	
フォルダおよびカタログ・オブジェクトにアクセスを付与する方法


	
Enterprise Manager - BI Publisherの接続資格証明を管理する方法


	
BI Publisherサーバーを管理する方法


	
BI Publisherを負荷バランサーと構成する方法


	
BI Publisherに関する問題をトラブルシューティングする方法
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